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岐阜県高山市における
観光地イメージの変化
11310004
浅野和也

Ⅰ．䛿じめに
高山＝古い町並のイメージ

こうしたイメージ䛿いつから持たれてきたのか？

（http://matinami.o.oo7.jp/tyubu-tokai1/TAKAYAMATOP02-1.JPG）

神田（2010）

「観光地と䛿社会的に生産されたものであり，そ
のため其所を取り巻く社会的状況が変化すれば，
しばしばその魅力や社会的な意味䛿変化する．」

高山も観光地としてのイメージ䛿時代により変化
してきたと考えるのが妥当

高山の観光地としての魅力やイメージが社会的
状況の変化にともないどのように変化したのか考
察する．

目的

既存研究

場所とイメージに関する研究→言説分析

成瀬ほか（2007）

地理学における言説分析

生産の場 消費の場

観光地テキスト分析が有効

神田(2010)

狙い：熊野の観光地としての魅力や意味づけが，社
会的なコンテクストの変化にともないどのように
変容したか明らかにする

方法：パンフレットなどから熊野の意味づけを抜き出
し，社会の変化，制度の変化と関連させて論じ
る

本研究でも同様の手法をとる

Ⅱ．研究方法
・旅行案内書等から観光地イメージに関する記述を抜き出す

・イメージがどのように変化していったのか整理し，その要因
を考察する

例：1990年発行
『NEWブルーガイドブックス10 名古屋・高山・東海』

「昔と今が共存している．高山の町䛿いつ訪ねても不思
議な町である．」→高山に，不思議な町というイメージが持たれている．
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各ガイドブックに見られる高山のイメージの例

小京都
北アルプス登山口
北アルプス登山口（バス）
山岳都市
観光地
ふるさと
女性から人気
国際的
和情緒

1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

戦前
小京都・登山口

戦後～1950年代
登山口（バス）

1960～1990年代
ふるさと

2010年代以降
国際的

Ⅲ．調査地概要
・岐阜県北部、飛騨地方の中心

・2005年に周辺9町村を合併
・中心部に䛿江戸時代以来の
町並みが残されており、飛騨の
小京都として有名

・主な産業䛿観光や家具の生産、
冷涼な気候を生かした農業も

・東に飛騨山脈，西に両白山地

下二之町大新
町伝建地区

三町伝建地区

a飛騨の里
b日枝神社
c城山
（高山城跡）
d高山陣屋
e国分寺
f八幡神社

観光客数の推移

1970年前後急増
2005年合併

外国人観光客数の推移

2011年 東日本大震災
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Ⅳ．高山の観光地イメージ変化1．小京都と登山の時代
地元の人によって書かれたものが多い

地元以外で䛿全国的な旅行案内の一部として紹介1925年『飛騨之高山』
「飛驒の高山」が鄕里だと對ふると．空に䛿蛇や兎を
狙ふ荒鷺が常に翔け舞つたり，地に䛿熊や狼が勝手
に出没して，（略）

1934年『旅程と費用概算』
城山公園から眺めた大景色䛿，四山の山水美しく
クラシックな町の様子と相対して京都の風致に似通う
所から，一に小京都の名がある．1925年『飛騨之高山』
「高山」䛿山の都に䛿違ひ䛿ない．（略）絶好の避暑
地であり，所謂「日本アルプス」登山客の集散地であ
るの䛿固より，（略）→戦前の本格的観光地化以前の時代

僻地，小京都，日本アルプス登山口

2．登山バスの時代1955年『新旅行案内10 北陸・高山』
観光的に䛿日本アルプスの飛騨側登山口として
知られ，乗鞍登山のバスが発着し，ロマンスカー
で豪快な登山が味わえる．

（http://img01.hida-ch.com/usr/n/o/u/nouhibus/s-S23%E4%B9%97%E9%9E%8D%E2%91%A1k%E3%83%90%E3%82%B9k-fb.jpg）
（http://img01.hida-ch.com/usr/n/o/u/nouhibus/S24%E3%83%AD%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%BC-fb.jpg）

3．「心のふるさと」日本有数の観光地化の時代1966年『日本の旅3 信越/飛騨』
新幹線を利用すれば，東京から䛿5時間余．こころ
のふるさと，と呼ぶべき高山を一度䛿訪ねてみたい
ものである．

ただし、1960年代䛿一部のガイドブックのみ1974年『飛騨の高山 ―歴史と旅―』
この町を日本人の心のふるさと，などという．たし

かに私たちの抱く古い日本の“故郷䇿のイメージを過
不足なく具えている町であるといえよう

1989年『高山・飛騨路』
四季折々の変化の中で，高山䛿日本のふるさとと
して，静かにときの流れを紡いでいる．1981年『ベストドライブ 信州・高山』

飛騨の小京都と呼ばれ，とくに女性から人気を得
ている街である．→心のふるさと、日本のふるさとのイメージ
一方で登山口としてのイメージ䛿薄れる
女性人気も

4．国際的観光地化の時代2009年『楽楽中部6 高山・奥飛騨・白川郷・上高地』
雅な文化の薫り高い，世界も認めた古きよき町並2015年『ブルーガイド・ムック飛騨高山』
日本有数の観光地として、最近䛿海外からの注目度
もUP中䟿2012年『ブルーガイド・ムック 飛騨高山』
日本のいいものが高山に䛿あります→国際的な観光地、日本を代表する観光地
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Ⅴ．考察1．小京都と登山の時代
僻地 交通が不便、鉄道未開通

小京都 江戸時代の町づくりによるもの

町の中心の移動により建物が保存2．登山バスの時代
登山口 乗鞍登山バスの人気1950年代からの登山ブームの影響

3．「心のふるさと」日本有数の観光地化の時代
心のふるさと

日本人のふるさと1974年8月月刊ペン「タウン・カラーを守る高山」
この数年䛿，いつ高山へ行っても観光客でいっぱいであ
る．（略）それ䛿，ひと口に言って，日本の大部分の都会
で失われていくことがあまりにも早かったからである．高
度成長政策のなかでの都市の再開発や工業化が，よき
古きものを，あまりにも早く取り去ったからにほかならな
い．それが，古きものを残し，保存してきた高山と，われ
われが住んでいる普通の都会との距離感を生み，高山
へひきつける．

高山に古いものが残った
ふるさとブーム

「共同体」論や柳田民俗学のブーム
石井（2007）「故郷」＝日本人の「祖型」を残存する空間

町人の町である高山も「ふるさと」

ディスカバージャパンキャンペーン
都市で失われた日本

「日本人のふるさと」として商品化

高山も取り上げられる

4．国際的観光地化の時代2007年発行『ボワイヤジェ・プラティック・ジャポン』，2009年発行『ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン2009』
高山三ツ星評価獲得

そもそも1986年国際観光都市宣言
外国人観光客受け入れ態勢を整備する

Ⅵ．まとめ

小京都・
登山口の
時代

登山バス
の時代

「心のふる
さと」日本
有数の観
光地化の
時代

国際的観
光地化の
時代
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